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前
回（
広
報
薩
摩
川
内
№
２
０
０
）は
、

｢

薩
摩
川
内
市
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

の

策
定
に
関
す
る
考
え
方
や
現
状
で
の
財
政

予
測
、
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
５
つ
の
柱

（
人
件
費
の
削
減
、
施
設
の
統
廃
合
、
普

通
建
設
事
業
費
と
維
持
補
修
費
の
規
模
見

直
し
、
事
業
見
直
し
、
成
長
戦
略
の
展
開
）

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、｢

人
件
費
の
削
減｣｢

施
設
の

統
廃
合｣

に
つ
い
て
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

１　

人
件
費
の
削
減

　

（１）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
方
針

　
　

人
件
費
は
、
特
別
職
を
含
む
職
員
給

　

に
加
え
、
嘱
託
員
や
議
員
の
報
酬
、
行

　

政
機
関
の
委
員
報
酬
で
構
成
さ
れ
て
い

　

ま
す
。

　
　

中
で
も
比
重
が
高
い
の
は
職
員
給
で

　

す
が
、
こ
れ
ま
で
効
率
的
・
効
果
的
な

　

組
織
の
実
現
に
向
け
た
職
員
数
の
適
正

　

管
理
方
針
で
あ
る｢

薩
摩
川
内
市
定
員

　

適
正
化
方
針｣

に
基
づ
き
職
員
数
を
削

　

減
す
る
こ
と
で
経
費
を
削
減
さ
せ
て
き

　　

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
、
定
数

　

が
34
人
か
ら
26
人
へ
削
減
さ
れ
た
こ
と

　

に
よ
り
経
費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

　
 　

今
後
も
引
き
続
き
人
件
費
を
抑
制
し

て
い
く
た
め
に
は
、
嘱
託
員
を
含
め
た

職
員
数
の
更
な
る
削
減
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職
員
数

の
削
減
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
や
手

法
の
検
討
と
、｢
施
設
の
統
廃
合｣

や

｢

事
業
見
直
し｣

な
ど
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
動
き
を
踏
ま
え
た
人
件
費
の
削
減
方

策
を
模
索
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

   　

（２）
今
後
の
取
り
組
み
・
課
題
内
容

　
　

ア　

平
成
32
年
度
時
点
の
職
員
数
は

　
　
　

１
０
０
０
人
以
内
と
し
ま
す
。
職

　
　
　

員
数
を
検
討
す
る
際
は
、
離
島
を

　
　
　

抱
え
る
自
治
体
で
あ
る
こ
と
を
念

　
　
　

頭
に
置
き
、
医
療
・
消
防
・
防
災

　
　
　

な
ど
の
面
を
十
分
考
慮
し
た
上
で

　
　
　

行
い
ま
す
。

　

  

  　　
　

　
　

イ　

平
成
32
年
度
時
点
の
人
件
費

　
　
　

総
額
は
、平
成
24
年
度
当
初
予
算

　
　
　

額
と
比
較
し
、
約
10
億
円
の
削

　
　
　

減
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
さ
ら
な

　
　
　

る
人
件
費
の
削
減
を
図
れ
る
よ
う

　
　
　

な
方
策
を
検
討
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

ウ　

職
員
数
削
減
と
同
時
に
、
嘱
託

　
　
　

員
数
も
削
減
し
ま
す
。

　
　

エ　

業
務
手
法
の
見
直
し
を
含
め
た

　
　
　

事
業
見
直
し
や
施
設
の
統
廃
合
な

　
　
　

ど
に
よ
る
削
減
を
行
い
ま
す
。

　
　

オ　

職
員
給
に
つ
い
て
も
、
カ
ッ
ト

　
　
　

や
給
与
水
準
の
見
直
し
な
ど
検
討

　
　
　

を
行
い
取
り
組
み
ま
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

ア　

平
成
32
年
度
時
点　

　
　

職
員
数
は
１
０
０
０
人
以
内

イ　

目
標
と
す
る
削
減
額
は
約
10
億
円

　
　
（
平
成
24
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
）

ウ　

嘱
託
員
数
も
職
員
数
と
同
様
、
削
減

　
　

を
行
う
。

２　

施
設
の
統
廃
合

　

（1）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
方
針

　
　

市
有
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
９

　

月
　

に｢

薩
摩
川
内
市
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

　

グ
方
針｣

を
定
め
、
平
成
22
年
４
月
に

　

同
方
針
を
発
展
的
に
見
直
し
た　　｢

薩
摩

　

川
内
市
公
有
財
産
利
活
用
基
本
方
針｣

　

を
策
定
し
、
財
産
仕
分
け
手
順
を
示
す

　

な
ど
全
庁
的
な
施
設
数
の
抑
制
と
施
設

　

の
管
理
運
営
の
効
率
化
へ
の
取
り
組
み

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
施
設
に
関
す

　

る
経
費
に
つ
い
て
は
抑
制
さ
れ
て
き
て

　

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
時
点
に
お

　

け
る
保
有
施
設
数
は
１
２
３
０
施
設
に

　

上
り
、
依
然
と
し
て
そ
の
維
持
管
理
な

　

ど｢

施
設
に
関
す
る
経
費｣

が
財
政
を

　

圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
　

｢

施
設
に
関
す
る
経
費｣

は
、
施
設
を

　

保
有
し
て
い
る
限
り
発
生
す
る
経
費
で

　

あ
る
た
め
、
保
有
施
設
を
減
ら
さ
な
い

　

限
り
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
財
政
状

　

況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
真
に
必

　

要
な
財
産
の
み
を
所
有
し
て
い
く
こ

　

と
で
、
経
費
の
最
適
化
を
図
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
施
設
の
利
活
用
状
況
や
必

　

要
性
な
ど
を
基
に
具
体
的
な
統
廃
合
の

　

対
象
や
処
分
の
方
向
性
を
整
理
し
、
規

　

模
的
目
標（
保
有
施
設
数
、
管
理
経
費

　

な
ど
）を
持
っ
た
上
で
、
施
設
の
統
廃

　

合
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

（２）
今
後
の
取
り
組
み
・
課
題
内
容

　
　

ア　

平
成
32
年
度
時
点
で
保
有
す
る

　
　
　

施
設
数
は
１
１
０
０
施
設
以
内
と

　
　
　

し
、そ
れ
に
伴
う
管
理
経
費
は
約

　
　
　

４
億
円
の
削
減
を
見
込
み
ま
す
。

　
　

イ　

市
が
保
有
す
べ
き
基
幹
的
施

　
　
　

設（
上
下
水
道
、
災
害
関
連
、
環

　
　
　

境
施
設
な
ど
）は
引
き
続
き
市
が

　
　
　

直
接
保
有
し
ま
す
。

　
　

ウ　

老
朽
化
の
進
ん
だ
施
設
、
利
用

　
　
　

頻
度
の
低
い
施
設
、
近
距
離
に
点

　
　
　

在
す
る
類
似
施
設
、
民
間
で
の
管

　
　
　

理
運
営
が
可
能
な
施
設
な
ど
、
市

　
　
　

が
保
有
し
て
い
く
必
要
性
の
薄
れ

　
　
　

た
も
の
に
つ
い
て
は
処
分
財
産
と

　
　
　

し
て
整
理
し
ま
す
。

　
　

エ　

処
分
財
産
は
、
処
分
目
標
年
度

　
　
　

を
設
定
し
、具
体
的
な
手
続
き（
売

　
　
　

却
、
譲
与
、
貸
し
付
け
な
ど
）を

　
　
　

進
め
ま
す
。

　
　

オ　

統
廃
合
に
関
す
る
具
体
的
な
施

　
　
　

設
名
、方
針
、処
分
目
標
年
度
は
、

　
　
　

｢

薩
摩
川
内
市
公
有
財
産
利
活
用

　
　
　

基
本
方
針
に
基
づ
く
財
産
仕
分

　
　
　

け
・
利
活
用
方
針｣

で
公
表
し
ま

　
　
　

す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

ア   

市
が
保
有
し
て
い
く
財
産
は
、
真
に

　

必
要 

な
財
産
と
す
る
。

イ　

平
成
32
年
度
時
点
で
の
保
有
施
設

　

数
は
、
１
１
０
０
施
設
以
内
と
す
る
。

ウ　

目
標
と
す
る
管
理
経
費
の
削
減
額

　

は
、
約
４
億
円

　

次
回（
広
報
薩
摩
川
内
№
２
０
２
）は
、

｢

普
通
建
設
事
業
費
と
維
持
補
修
費
の
規

模
見
直
し｣

｢

事
業
見
直
し｣

に
つ
い
て
概

要
を
掲
載
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

【
掲
載
場
所
】

｢

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ｣

‒
｢

行
政
情
報｣ ‒

｢

財

政｣
‒
｢

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

区分 H16年10月 H24年4月 H27年4月 H32年4月

職員数 1，366人 1，132人 1，100人以内 1，000人以内

嘱託員数（月数） 307人 415人 現員からの削減

区分 H17年9月 H23年度末 H32年度末

施設数 1，355 1，230 1，100以内

職員数、嘱託員数の実数および計画

施設数の実数および計画

＊H27年4月時点の1，100人以内は「第2次定員適正化方針」で示したものです。

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
の

段
階
的
縮
減
に
伴
う
財
源
の
減
少
と

い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
て
、
本
市

の
平
成
32
年
度
ま
で
の
財
政
運
営
の

方
向
性
を
示
す
も
の
。

  

｢
薩
摩
川
内
市
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

〜
５
つ
の
柱
〜

｢

人
件
費
の
削
減｣｢

施
設
の
統
廃
合｣

※
1

※
2

※
１　

薩
摩
川
内
市
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
方
針（
平
成
17
年

　
　
　

９
月
決
定
後
こ
れ
ま 

で
７
回
の
改
定
）

　
　

市
有
施
設
の
管
理
運
営
お
よ
び
市
の
事
務
事
業
を
企

　
　

業
・
団
体
な
ど
に
外
部
委
託
ま
た
は
民
営
化
な
ど
を

　
　

進
め
て
い
く
た
め
の
方
針

※
２　

薩
摩
川
内
市
公
有
財
産
利
活
用
方
針（
平
成
22
年

　
　
　

3
月
決
定
）

　
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
方
針
は
、
市
有
施
設（
行
政
財

　
　

産
）の
管
理
形
態
に
重
点
を
お
い
た
方
針
で
あ
る
た

　
　

め
、
こ
れ
を
発
展
的
に
見
直
し
公
有
財
産（
土
地
・

　
　

建
物
）を
経
営
資
源
と
し
て
捉
え
管
理
形
態
、
活
用

　
　

な
ど
を
示
し
た
方
針
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